
奥八女に広がる美しい棚田と茶畑の風景には、どのような物語や価値が込められているのでしょうか。

そして、それを次の世代へどう手渡していけばよいのでしょうか。

民謡「八女茶山唄」から、なぜ「八女茶山おどり」が生まれたのか？

そして、これから始まる「棚田でのアート」とはどのようなものになるのか？

本シンポジウムでは、農とアートという視点から、身近な風景の価値を、皆さんと一緒に見つめなおします。

2月15日 日

2026 年

13:30~16:30（13:00 開場）

参加費

定員

基調講演

話題提供

無料（要申込）

50名

詳細・申込方法は裏面へ→
ホームページもご覧ください

農林業体験交流施設 四季菜館
（八女市黒木町笠原 641）

主催：鹿子尾集落協定（中山間地等直接支払交付金実施団体）
　　　認定NPO法人山村塾
後援：九州大学社会包摂デザイン・イニシアティブ（Didi）

会場

定員になり次第〆切ります

「農とアートがひらくコミュニティ」
　　  長津 結一郎
　　　　　│九州大学大学院芸術工学研究院 准教授

「地域の文化をいかに楽しめるか」　
 武田 力　 │八女茶山おどり制作アーティスト

「アートと地域の関係性とその変遷」　
　　　石田 絵里香 │関西大学大学院 文学研究科

「豪雨災害からの棚田復興」　
　　 小森 耕太 │認定NPO法人山村塾理事長

棚田の価値を考える棚田の価値を考える

棚田地域振興活動計画認定記念シンポジウム



　笠原地区では、認定NPO法人山村塾と九州大学社会包摂デザイン・イニシアティブ（Didi）が連携し、「アート」
と「農」を考える講座「奥八女芸農学校」やアーティスト・イン・レジデンス（芸術家による滞在型制作）など
に取り組んできました。こうした試みを通して、人と自然、そして地域社会がゆるやかにつながり、持続的で豊
かな暮らしを創造していく可能性を実感しつつあります。
　2025 年度から笠原地区では、棚田地域振興活動計画が認定され、この制度を活用し、美しい棚田や茶畑の風
景を将来に受け継いでいくための新たな取り組みとして、アート事業「棚田でのアート」をスタートさせます。
　アートや文化に関心のある方、棚田や農、地域づくりに興味のある方、八女の風景が好きな方、これから知っ
てみたい方も大歓迎です。
　どなたでもお気軽にご参加ください。皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

　　　　　以下の項目を、メール・FAX・電話にて、
　　　　　事務局までお知らせください。

１）お名前　２）連絡先（電話・メール）
３）所属（あれば）　４）送迎の必要
５）アートワークショップ参加希望の方は
　　弁当注文の有無と併せてお知らせください

特定非営利活動法人山村塾
〒834-1222　福岡県八女市黒木町笠原9836-1
TEL・FAX： 0943-42-4300　
Eメール ： info@sansonjuku.com
WEB：https://sansonjuku.com

申込方法

申込・お問合わせ先 交通手段（公共交通機関をご利用の方）

プログラム

◆アートワークショップ体験 
　「踊り出会った相手を褒める」　※要申込

＊山村塾ホームページの申込フォーム
　からもお申込み可能です

シンポジウム当日の午前中に開催します。
　日時　2/15（日）10：30 ～ 12：00
　定員　先着 15名
　場所　四季菜館
　講師　武田 力（八女茶山おどり制作アーティスト）
　※ワークショップ参加の方は弁当（700 円）の注文が可能です。
　　注文〆切：2/11（水）まで

ＪＲ鹿児島本線「羽犬塚駅」下車後、「堀川バス」の下記便を

ご利用ください。

　[堀川バス・黒木行き ] 

　JR 羽犬塚駅 12：04発→黒木バス停 12:50 着便

黒木バス停からはスタッフが送迎します（要連絡）山村塾WEB

基調講演「農とアートがひらくコミュニティ」

「地域の文化をいかに楽しめるか」 武田 力 八女茶山おどり制作アーティスト

「アートと地域の関係性とその変遷」 石田 絵里香 関西大学大学院 文学研究科

「豪雨災害からの棚田復興」　  小森 耕太 認定NPO法人山村塾 理事長

多様な関係性が生まれる芸術の場に伴走／伴奏する研究者。専門はアーツ・マネジメント、文化政策。
2013 年東京藝術大学大学院博士後期課程修了、博士（学術・東京藝術大学）。2016 年より九州大学助教、
2022 年より現職。主な著書に『舞台の上の障害者：境界から生まれる表現』(九州大学出版会、2018 年 )、
『アートマネジメントと社会包摂』(水曜社、2021 年 ) など。2016 年より八女市黒木町笠原地区でのアー
トプロジェクトに関与してきた。

講師│長津 結一郎
　九州大学大学院芸術工学研究院 未来共生デザイン部門　准教授

棚田の価値を考える
棚田地域振興活動計画認定記念シンポジウム

話題提供


